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論文内容要旨
 先に吸指癖による乳歯列前期の開咬が,乳歯列後期において上下歯の接触関係が回復しても依
 然として水平被蓋は大きく,また前期に水平被蓋が大きかった症例ほど垂直被蓋が大きくなり,
 なかには過蓋咬合を呈する症例もあることを明らかにした。これら乳歯列期内で開咬が自然治癒
 (仮性治癒)した群と治癒に至らなかった群の永久歯列期における歯列,咬合状態を知ることは
 咬合誘導上,また歯科的に吸指癖を中止させるべき時期を知る上できわめて重要なことと考える。
 そこで両群の永久歯列期までの歯列弓形態・咬合状態の推移を連続石膏模型の三次元計測をもと
 に分析し,比較検討した。また任意の座標を模型上で正確に入力することの困難性,計測後任意
 の、転の座標を簡単に熱ることができる等の理由から3次のスプラインを利用することを考えその
 有用性について誤差の面から検討した。
 資料は正常群(2王例),治癒群(18例),存続群(狢例)の側切歯萌出完了期,側方歯群萌繊完
 了期,第二大臼歯萌繊完了期の各ステージにおける連続石膏模型合計17圭綻である。なお存続群
 とは吸指癖の消失,継続には関わらず乳歯列後期には開咬であったが,永久切歯交換時には吸指
 癖は消失し,その後も舌突串癖などの口腔習癖の見られないものである。臼歯部頬側咬頭頂によ
 り構成される機能的咬合平面を基準平面とし,歯列弓の水平部分として歯列弓幅径・長径,歯列
 弓周長,中切歯傾斜度,また垂直成分として隣蓋の高さ,各歯の基準平面からの高さ,各歯を連
 ねた曲線の彎曲,さらに水平被蓋,垂直被蓋について三次元謙濁した。なお,歯列弓形態の垂直
 成分の分析にはN一スプラインと2重2階差分商を利用して計算した3次のスプラインを使用し
 た。
 結果;①存続群では永久歯列においても上顎中切歯の唇側傾斜が存続し,大きな水平被蓋を
 示した。②中切歯萌鐡完了期にも存続していた中切歯に限局した開咬は,永久歯列においても
 自然治癒は晃られなかった。③存続群では永久歯列において犬歯が高位を,また上顎歯列弓が
 大きな前後的咬合彎曲を示した。④治癒群でも仮性治癒したときに大きな水平被蓋を示す乳歯
 列では,永久歯列になって過蓋咬合となる危険性が高い。⑤N一スプラインと差分商の導入に
 よって計算された3次のスプラインによる値と実測値とは差が認められなかった。
 存続群では上顎乳犬歯間幅径の増大,歯槽の前方成長があまり起こらないため,前歯部の有効
 歯列弓周長が不足する。そのためたとえ舌癖が存在しなくとも,大きな唇側傾斜を示す上顎中切
 歯の口蓋側への傾斜は側切歯によって阻止され,永久歯列になっても中切歯に限局した開咬は残
 存する。存続群上顎中切歯の大きな唇側傾斜は乳歯列後期の上顎蘭方歯槽部が高いことに起因す
 るものと考えられる。それゆえ乳歯列開咬は上顎中切歯萌串繭には少なくとも仮性治癒している
 必要がある。そのためには吸指癖は乳歯列後期の前半には除かれていなければならない。
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